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イランの銀行制度は 19 世紀末のロイター利権（イランに関して 1872 年
に英国人ロイターに与えられた包括的権利）にもとづく英国資本のペル



























1928 バンケ ･ メッリー設立
1952 石油国有化運動
1960 中央銀行設立
1972.7 金融 ･ 銀行法














2007.8.1 ～ 17 サブプライム問題勃発
2007.12.15 イラン初の無利子銀行
として Mehr 銀行設立
























1978 年 9 月 8 日に戒厳令が敷かれて「黒い金曜日」事件が勃発すると，
官公庁から始まったストライキは中央銀行やすべての官公庁におよび，10
月の半ばころジル・バンクも数日間のストライキに突入した。上田氏によ




12 月 9，10 日のタースーアー・アーシューラー
(4)
の大行進後，12 月半ば




第 4 章　イランにおける金融政策の現状とイスラーム金融 
1979 年 2 月 11 日にイスラーム革命は成就し，3 月初め頃になると銀行
機能も回復をみせ始めた。この時期あらゆる政府機関や私企業に革命委員




イラン革命政府は同年 6 月 8 日に国内銀行の国有化を突如発表し
(5)
，同
月 25 日には保険会社の国有化を発表。7 月 5 日には鉄鋼，自動車など基幹
産業等を国有化している。8 月に入るとホメイニーの指導の下にイスラー
ム法の遵守を明記した革命憲法の最終草案が発表された。































まず 1972 年 7 月に可決された通貨・銀行法（Qānūn-e pūlī va bānkī-ye 
keshvar）に関しては，3 部構成で 45 条からなる長大なものである。第 1
部は「通貨」と題されており，第 1 条において「イランの通貨単位はリヤ




ている。この第 2 部がこの法律のなかで最も長い。第 3 部は「銀行業務」
を扱っており，4 章構成で 15 条にわたりイランの商業銀行の基本的な部
分を規定している。全体として中央銀行を中核とした銀行および金融シス
テムの近代化・秩序化を指向したものといえるであろう。
つぎに 1979 年 6 月に可決された銀行国有化法（Qānūn-e mellī shodan-e 





　　　　　　　　　　（出所）Hasanzādeh [2008: 12] より作成。
法律名 可決時
1 通貨 ･ 銀行法 1972 年 7 月
2 銀行国有法 1979 年 6 月
3 銀行管理法 1979 年 10 月
4 無利子銀行法 1983 年 9 月
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最 後 に 1983 年 9 月 に な っ て 可 決 さ れ た 無 利 子 銀 行 法（Qānūn-e 
`amaliyāt-e bankī bedūn-e rebā（bahre））であるが，この法律は革命直後の
前記 2 法とは異なって 5 部 27 条からなる比較的長大なものである。ただ
しその全文は Iqbal and Mirakhor [1987] によって既に英訳紹介されており，
これに関係して翌 1984 年 3 月までに可決された 4 つの規則の英訳も付さ






メッリー銀行 Bānk-e Mellī-ye Īrān 447,576 
サーデラート銀行（輸出銀行） Bānk-e Sāderāt-e Īrān 319,910 
メッラト銀行 Bānk-e Mellat 300,419 
テジャーラト銀行（商業銀行） Bānk-e Tejārat 243,460 
セパー銀行（革命防衛隊系） Bānk-e Sepāh 214,312 
ケシャーヴァルズィー銀行（農業銀行） Bānk-e Keshāvarzi 150,642
マスキャン銀行（建築銀行） Bānk-e Maskan 122,801 
126
に関してその構成と特徴を中心に簡単に紹介する。
無利子銀行法は以下の 5 部によって構成されている。第 1 部（イラン・
イスラーム共和国における銀行システムの義務と目的），第 2 部（金融資


























































































ず 2006 年 9 月に米銀とサーデラート銀行との取引を禁じ，2007 年 1 月に
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第 4 章　イランにおける金融政策の現状とイスラーム金融 
はセパー銀行も取引禁止の対象とした。その後現在ではイランのすべての
銀行を制裁対象として国際取引に制限を加えている。また EU も 2008 年
6 ～ 7 月からメッリー銀行との取引を禁じた。
2009 年 6 月の大統領選挙以降の政治的な混乱と政府による市民の弾圧

























「石油価格がピーク時には 160 米ドル / バレルまで高騰したことにより，



















（注）1）一般市場レート 1 ドル＝ 9000 リヤル（2005 年），10000 リヤル（2008 年）。
          2）1997/98 年の物価水準を基準とする。
（単位：10 億リヤル）
2004/05 年 2007/08 年




























































する（`Arabmazār and Keiqobādī [2006: 14]）。その後 1979 年の革命までに
ガルズ・アル・ハサネは約 200 件に拡大，1983 年の「無利子銀行法」に
おいてはイスラーム法に適合した無利子の預金契約として規定された。「銀

















（出所）Hasanzādeh and Kāzemī [2005: 60] より作成。
基金数

















































2008 年 7 月 13 日には，アフマディネジャード大統領自身がエマーム・








れ，事実 2009 年 6 月の大統領選挙前にはイラン東部のザーヘダーンで焼き
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［注］
(1)　ロンドンの IFSL の 2008 年 1 月付のインターネット情報 [www.ifsl.org.uk/











②国民の権利と資産の保障，③ 1978 年 11 月 5 日の大襲撃と引き続く混乱によっ
て業務内容が急激に悪化した一部下位銀行の救済，などが考えられるという（上
田 [1983: 230]）。
(6)　Yeganeh [1989: 697] は 36 行としている。
(7)　Iqbal and Mirakhor [1987: 31-59] において同法および関連規定の英訳が掲載され
ている。
(8)　「利子」ないし「高利」はペルシャ語では rebā ないし bahre である。
(9)　このうち最も新しいのはイラン郵便銀行（Post Bānk-e Īrān; Post Bank of Iran）
である。同銀行のホームページによれば，イラン郵便銀行は 1996/07 年から通常
営業を開始し，2006/07 年にイランで 11 番目の国有銀行として正式に発足した。
(10)　2009 年 2 月の段階で Bankscope に掲載されていたイランの銀行は 16 行である。
(11)　革命防衛隊（Sepah-e Pasdaran-e Enqelab-e Eslami; Islamic Revolutionary Guard 
Corps）は 1979 年のイラン革命の直後にホメイニー師の命によって創設された。
イランで 5 番目の取引規模をもつセパー銀行（Bānk-e Sepāh）は革命防衛隊の強
い統制下にある。
(12)　筆者が確認できたのは参考文献リストに掲げた 8 本である。同誌は少なくと
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